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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第５期

第２四半期累計期間
第６期

第２四半期累計期間
第５期

会計期間
自2017年６月１日
至2017年11月30日

自2018年６月１日
至2018年11月30日

自2017年６月１日
至2018年５月31日

売上高 （百万円） 1,286 1,575 2,677

経常利益 （百万円） 622 502 1,168

四半期（当期）純利益 （百万円） 444 348 816

持分法を適用した場合の投資利益 （百万円） － － －

資本金 （百万円） 481 493 492

発行済株式総数 （株） 8,360,000 17,452,000 17,312,000

純資産額 （百万円） 2,152 2,895 2,544

総資産額 （百万円） 2,589 3,454 3,181

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 26.71 20.02 48.73

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 24.24 18.98 44.44

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 83.1 83.8 80.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 422 168 951

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △60 △59 △174

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 281 2 302

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 1,979 2,525 2,414

 

回次
第５期

第２四半期会計期間
第６期

第２四半期会計期間

会計期間
自2017年９月１日
至2017年11月30日

自2018年９月１日
至2018年11月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 11.90 10.25

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、2018年２月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。第５期の期首に当該株

式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益を算定しております。

４．当社は、2017年６月30日付で東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、第５期第２四半期累計期間及び

第５期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、新規上場日から第５期第２四半期累計期間末

及び第５期末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

５．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりません。
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６．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期会

計期間の期首から適用しており、前第２四半期累計期間及び前事業年度に係る主要な経営指標等について

は、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等になっております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において新たに発生した事業等のリスク、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、「『税効果会

計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期会計期間の期首から適用

しており、財政状態については遡及処理後の前事業年度末の数値で比較を行っております。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響に留意する必

要があるものの、景気は緩やかな回復基調が続いており、企業収益や企業の業況判断も改善しています。また、

個人消費についても緩やかに持ち直しており、ゲームを楽しむユーザーは引き続き増加傾向にありました。

　このような状況の下、当社は「ゲームをより楽しめる世界を創る」を企業理念として掲げ、ゲーム情報メディ

ア「GameWith」において、①ゲームを有利に進めるための情報を提供する「ゲーム攻略」、②ゲームを見つける

ための情報を提供する「ゲームレビュー」、③ゲームユーザー同士で交流できる機能を提供する「コミュニ

ティ」、④ゲームタレントがYouTube上で行う「動画配信」、という主な４つのコンテンツの提供と充実を図る

ことに経営資源を投下することで、「GameWith」のメディアの価値を高めてまいりました。

　当社の事業は、上記コンテンツをサイトの利用者に提供し、そこに表示される広告枠を販売することにより収

益を得ております。当第２四半期累計期間においては、広告媒体のWebサイトを多数集めて形成される「ネット

ワーク広告」において、前期より取り組んできた広告運用体制の構築により広告単価が改善し、収益性が向上し

ました。また、特定のゲームタイトルにおいてより多くの情報や動画など付加価値の高い広告枠を制作し当社サ

イトで提供する「タイアップ広告」においても、主にゲーム会社各社からの需要が高く、順調に推移しました。

　一方、既存事業での積極採用に加えて海外展開及び新規事業においても人材採用を推進した結果、主に人件費

に関連する費用が増加しました。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は1,575百万円（前年同期比22.5％増）、営業利益は504百万円

（同19.3％減）、経常利益は502百万円（同19.2％減）、四半期純利益は348百万円（同21.5％減）となりまし

た。

　なお、当社は「メディア事業」の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載をしておりません。

 

②財政状態の分析

　当第２四半期会計期間末における総資産は3,454百万円となり、前事業年度末に比べ273百万円増加いたしまし

た。これは主に、現金及び預金が111百万円、売掛金が105百万円、敷金が54百万円それぞれ増加したことによる

ものであります。

　当第２四半期会計期間末における負債合計は558百万円となり、前事業年度末に比べ77百万円減少いたしまし

た。これは主に、未払法人税等が94百万円減少したものの、賞与引当金が17百万円増加したことによるものであ

ります。

　当第２四半期会計期間末における純資産は2,895百万円となり、前事業年度末に比べ350百万円増加いたしまし

た。これは主に、四半期純利益計上により利益剰余金が348百万円増加したことによるものであります。

　なお、自己資本比率は83.8％（前事業年度末は80.0％）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前事業年度末に比べ111百万

円増加し、2,525百万円となりました。

　当第２四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は168百万円（前年同期は422百万円の獲得）となりました。これは主に、税引前四

半期純利益を502百万円計上したものの、売上債権が105百万円増加し、法人税等を249百万円支払ったためであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は59百万円（前年同期は60百万円の支出）となりました。これは主に、敷金の差入

による支出56百万円によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は２百万円（前年同期は281百万円の獲得）となりました。これは、新株予約権の

行使に伴う株式の発行によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 65,600,000

計 65,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2018年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年１月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,452,000 17,452,000
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株式数

100株

計 17,452,000 17,452,000 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2019年１月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2018年９月１日～

2018年11月30日
20,000 17,452,000 820 493,345 820 492,344

　（注）新株予約権の行使による増加であります。
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（５）【大株主の状況】

  2018年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

今泉　卓也 東京都港区 5,438 31.16

インキュベイトファンド２号投資事

業有限責任組合
東京都港区赤坂一丁目12番32号 3,867 22.16

YJ１号投資事業組合 東京都千代田区紀尾井町１番３号 2,169 12.43

インキュベイトファンド３号投資事

業有限責任組合
東京都港区赤坂一丁目12番32号 1,120 6.42

野村信託銀行株式会社（投信口） 東京都千代田区大手町２丁目２番２号 158 0.91

由良　昇 東京都中央区 140 0.80

井上　健 東京都目黒区 121 0.69

重藤　優太 東京都港区 120 0.69

平尾　丈 東京都板橋区 104 0.60

田村　航弥 東京都港区 102 0.58

計 － 13,340 76.44

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2018年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　17,448,900 174,489 －

単元未満株式 普通株式　　　 3,100 － －

発行済株式総数 17,452,000 － －

総株主の議決権 － 174,489 －

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2018年９月１日から2018年11

月30日まで）及び第２四半期累計期間（2018年６月１日から2018年11月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（2018年５月31日）
当第２四半期会計期間
（2018年11月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,414,544 2,525,868

売掛金 362,726 467,845

商品 － 2,507

前払費用 35,672 43,247

その他 4,525 734

流動資産合計 2,817,468 3,040,204

固定資産   

有形固定資産 84,027 79,985

無形固定資産 71 59

投資その他の資産   

投資有価証券 62,034 60,961

敷金 189,944 244,404

繰延税金資産 27,874 29,048

投資その他の資産合計 279,853 334,414

固定資産合計 363,952 414,459

資産合計 3,181,421 3,454,663

負債の部   

流動負債   

未払金 99,752 98,445

未払費用 84,416 95,734

未払法人税等 265,122 171,003

預り金 11,231 13,467

賞与引当金 57,922 75,785

その他 82,794 69,257

流動負債合計 601,240 523,694

固定負債   

資産除去債務 35,268 35,274

固定負債合計 35,268 35,274

負債合計 636,508 558,969

純資産の部   

株主資本   

資本金 492,225 493,345

資本剰余金 491,224 492,344

利益剰余金 1,561,581 1,910,123

自己株式 △118 △118

株主資本合計 2,544,912 2,895,694

純資産合計 2,544,912 2,895,694

負債純資産合計 3,181,421 3,454,663
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2017年６月１日
　至　2017年11月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2018年６月１日
　至　2018年11月30日)

売上高 1,286,007 1,575,030

売上原価 393,532 607,957

売上総利益 892,475 967,072

販売費及び一般管理費 ※ 267,679 ※ 463,007

営業利益 624,795 504,065

営業外収益   

受取利息 6 11

助成金収入 － 570

その他 4 72

営業外収益合計 10 654

営業外費用   

投資事業組合運用損 － 1,072

株式交付費 774 －

株式公開費用 1,000 －

為替差損 649 753

営業外費用合計 2,424 1,826

経常利益 622,381 502,893

税引前四半期純利益 622,381 502,893

法人税、住民税及び事業税 184,872 155,525

法人税等調整額 △6,702 △1,174

法人税等合計 178,169 154,351

四半期純利益 444,211 348,542
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2017年６月１日
　至　2017年11月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2018年６月１日
　至　2018年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 622,381 502,893

減価償却費 10,538 10,876

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,572 17,863

投資事業組合運用損益（△は益） － 1,072

受取利息 △6 △11

株式交付費 774 －

売上債権の増減額（△は増加） △51,191 △105,119

その他 △23,975 △10,064

小計 570,093 417,509

利息の受取額 6 11

法人税等の支払額 △147,642 △249,245

営業活動によるキャッシュ・フロー 422,456 168,275

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △4,336 △4,731

敷金の差入による支出 △56,028 △56,166

敷金の回収による収入 － 1,706

投資活動によるキャッシュ・フロー △60,364 △59,191

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 281,849 －

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 2,240

財務活動によるキャッシュ・フロー 281,849 2,240

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 643,941 111,324

現金及び現金同等物の期首残高 1,335,131 2,414,544

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,979,072 ※ 2,525,868
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期会計

期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自　2017年６月１日
　　至　2017年11月30日）

　当第２四半期累計期間
（自　2018年６月１日
　　至　2018年11月30日）

賞与引当金繰入額 10,431千円 22,413千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
前第２四半期累計期間
（自 2017年６月１日
至 2017年11月30日）

当第２四半期累計期間
（自 2018年６月１日
至 2018年11月30日）

現金及び預金勘定 1,979,072千円 2,525,868千円

現金及び現金同等物 1,979,072 2,525,868

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2017年６月１日　至　2017年11月30日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　　当社は、2017年６月30日に東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。上場にあたり、2017年６月29

日を払込期日とする有償一般募集(ブックビルディング方式による募集)による新株式発行50,000株により、資

本金及び資本準備金がそれぞれ44,160千円増加しております。また、2017年８月１日を払込期日とする有償第

三者割当増資（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資）による新株式発行110,000

株により、資本金及び資本準備金がそれぞれ97,152千円増加しております。

　この結果、当第２四半期会計期間末において、資本金は481,813千円、資本剰余金は480,812千円となってお

ります。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2018年６月１日　至　2018年11月30日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2017年６月１日　至　2017年11月30日）

　当社は、メディア事業の単一セグメントであるため、開示を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2018年６月１日　至　2018年11月30日）

　当社は、メディア事業の単一セグメントであるため、開示を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　2017年６月１日
至　2017年11月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2018年６月１日
至　2018年11月30日）

(1) １株当たり四半期純利益 26円71銭 20円02銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 444,211 348,542

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 444,211 348,542

普通株式の期中平均株式数（株） 16,631,366 17,411,801

 (2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 24円24銭 18円98銭

 （算定上の基礎）   

普通株式増加数（株） 1,697,484 956,163

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

― ―

　（注）１．当社は、2017年６月30日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、前第２四半期累計期間の潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益は、新規上場日から前第２四半期会計期間末までの平均株価を期中平均株価

とみなして算定しています。

２．2018年２月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っておりますが、前期首に当該株式分割が行わ

れたと仮定して、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しておりま

す。
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（重要な後発事象）

（ストックオプションとしての新株予約権の発行）

当社は、2019年１月９日開催の当社取締役会において、会社法第236条、第238条及び第240条の規定に基づ

き、当社の従業員に対してストック・オプションとして下記のとおり新株予約権を発行することを決議しまし

た。

 

Ⅰ．ストック・オプションとして新株予約権を発行する理由

中長期的な当社の業績拡大及び企業価値の増大を目指すにあたり、より一層意欲及び士気を向上させ、当社

の結束力をさらに高めることを目的として、当社の従業員に対して、無償にて新株予約権を発行するものであり

ます。

 

Ⅱ．新株予約権の発行要項

１．新株予約権の数

3,000個

なお、本新株予約権を行使することにより交付を受けることができる株式の総数は、当社普通株式

300,000株とし、下記３．（１）により本新株予約権にかかる付与株式数が調整された場合は、調整後付与株

式数に本新株予約権の数を乗じた数とする。

２．新株予約権と引換えに払い込む金銭

本新株予約権と引換えに金銭を払い込むことを要しない。

３．新株予約権の内容

（１）新株予約権の目的である株式の種類及び数

本新株予約権１個当たりの目的である株式の数（以下、「付与株式数」という。）は、当社普通株式

100株とする。

なお、付与株式数は、本新株予約権の割当日後、当社が株式分割（当社普通株式の無償割当てを含む。

以下同じ。）または株式併合を行う場合、次の算式により調整されるものとする。ただし、かかる調整

は、本新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的である株式の数についてのみ行

われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割（または併合）の比率

また、本新株予約権の割当日後、当社が合併、会社分割または資本金の額の減少を行う場合その他これ

らの場合に準じ付与株式数の調整を必要とする場合には、合理的な範囲で、付与株式数は適切に調整され

るものとする。

（２）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額または算定方法

本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、次により決定される１株あたりの払込金額（以

下、「行使価額」という。）に、付与株式数を乗じた金額とする。

行使価額は、本新株予約権を割り当てる日の属する月の前月の各日（取引が成立していない日を除

く。）における東京証券取引所における当社普通株式の終値の平均値に1.05を乗じた金額（1円未満の端数

は切り上げ）とする。ただし、その価額が本新株予約権の割当日の終値（取引が成立していない場合はそ

れに先立つ直近取引日の終値）を下回る場合は、当該終値を行使価額とする。

なお、本新株予約権の割当日後、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価額

を調整し、調整による１円未満の端数は切り上げる。

 調整後行使価額 = 調整前行使価額 ×
１

分割（または併合）の比率

また、本新株予約権の割当日後、当社が当社普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行または自己

株式の処分を行う場合（新株予約権の行使に基づく新株の発行及び自己株式の処分並びに株式交換による

自己株式の移転の場合を除く。）、次の算式により行使価額を調整し、調整による１円未満の端数は切り

上げる。

 調整後

行使価額
=

調整前

行使価額
×

既発行株式数 ＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

新規発行前の１株あたりの時価

 既発行株式数＋新規発行株式数

なお、上記算式において「既発行株式数」とは、当社普通株式にかかる発行済株式総数から当社普通株

式にかかる自己株式数を控除した数とし、また、当社普通株式にかかる自己株式の処分を行う場合には、

「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み替えるものとする。
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さらに、上記のほか、本新株予約権の割当日後、当社が他社と合併する場合、会社分割を行う場合、そ

の他これらの場合に準じて行使価額の調整を必要とする場合には、当社は、合理的な範囲で適切に行使価

額の調整を行うことができるものとする。

（３）新株予約権を行使することができる期間

本新株予約権を行使することができる期間（以下、「行使期間」という。）は、2022年１月25日から

2025年１月24日までとする。

（４）増加する資本金及び資本準備金に関する事項

①　本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条

第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とする。計算の結果１円未満の端数が

生じたときは、その端数を切り上げるものとする。

②　本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資

本金等増加限度額から、上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

（５）譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による本新株予約権の取得については、当社取締役会の決議による承認を要するものとする。

（６）新株予約権の行使の条件

①　新株予約権者は、割当日から本新株予約権の行使期間の開始日に至るまでの間に金融商品取引所にお

ける当社普通株式の終値平均値（当日を含む直前21取引日の終値平均値）が、以下に掲げる各金額を

一度でも上回っている場合に限り、当該各金額に対応した本新株予約権の個数を行使することができ

る。なお、本項の判定に用いられる各金額は、本新株予約権の割当日後に当社が株式分割または株式

併合を行う場合には、上記（２）と同様の調整を行うものとする。

Ａ　3,000円：新株予約権者が割当てられた本新株予約権の50％

Ｂ　6,000円：新株予約権者が割当てられた本新株予約権の100％

②　新株予約権者は、本新株予約権の権利行使時においても、当社または当社関係会社の取締役、監査役

または従業員であることを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当な理由があ

ると取締役会が認めた場合は、この限りではない。

③　新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。

④　新株予約権者が当社の懲戒規定に該当した場合及びこれに相当する行為を行ったと当社が判断した場

合で、対象者に新株予約権を行使させることが適当でないと合理的に認められる場合には権利行使が

できない。

⑤　本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における発行可能株式総数を超過す

ることとなるときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。

⑥　各本新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。

４．新株予約権の割当日

 2019年１月24日

５．新株予約権の取得に関する事項

（１）当社が消滅会社となる合併契約、当社が分割会社となる会社分割についての分割契約もしくは分割計

画、または当社が完全子会社となる株式交換契約もしくは株式移転計画について株主総会の承認（株

主総会の承認を要しない場合には取締役会決議）がなされた場合は、当社は、当社取締役会が別途定

める日の到来をもって、本新株予約権の全部を無償で取得することができる。

（２）新株予約権者が権利行使をする前に、上記３.（６）に定める規定により本新株予約権の行使ができな

くなった場合は、当社は新株予約権を無償で取得することができる。

（３）当社は、新株予約権者が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から5年を経過しない者、暴力

団準構成員、暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標榜ゴロまたは特殊知能暴力集団等その他これ

らに準ずる者（以下、「暴力団員等」という。）に該当すること、あるいは暴力団員等が経営を支配

していると認められる関係を有すること、暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関

係を有すること、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を与える目

的をもってするなど不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること、暴力団員等に

対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる関係を有するこ

と、並びに役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を

有することが判明した場合、その新株予約権を無償で取得することができる。

６．組織再編行為の際の新株予約権の取扱い

当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移

転（以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）を行う場合において、組織再編行為の効力発生日に

新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社

（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。た

だし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収

分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めた場合に限るものとする。
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（１）交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。

（２）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

（３）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件を勘案のうえ、上記３．（１）に準じて決定する。

（４）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のう

え、上記３．（２）で定められる行使価額を調整して得られる再編後行使価額に、上記６．（３）に従っ

て決定される当該新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じた額とする。

（５）新株予約権を行使することができる期間

上記３．（３）に定める行使期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅い日から上記

３．（３）に定める行使期間の末日までとする。

（６）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記３．（４）に準じて決定する。

（７）譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による取得の制限については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

（８）その他新株予約権の行使の条件

上記３．（６）に準じて決定する。

（９）新株予約権の取得事由及び条件

上記５に準じて決定する。

（10）その他の条件については、再編対象会社の条件に準じて決定する。

７．新株予約権にかかる新株予約権証券に関する事項

当社は、本新株予約権にかかる新株予約権証券を発行しないものとする。

８．申込期日

 2019年１月15日

９．新株予約権の割当てを受ける者及び数

　当社従業員　　13名　　　3,000個
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年１月10日

株式会社GameWith

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 比留間　郁夫

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鶴　　　彦太

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

GameWithの2018年６月１日から2019年５月31日までの第６期事業年度の第２四半期会計期間（2018年９月１日から2018年

11月30日まで）及び第２四半期累計期間（2018年６月１日から2018年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社GameWithの2018年11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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